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１．教育委員会は、教育委員会規則で定めるところにより、その所管に属する学校のうちその指定する学校（以下「指定学校」という。）の運営に
関して協議する機関として、当該指定学校ごとに、学校運営協議会を置くことができる。

２．学校運営協議会の委員は、当該指定学校の所在する地域の住民、当該指定学校に在籍する生徒、児童又は幼児の保護者その他教育委
員会が必要と認める者について、教育委員会が任命する。

３．指定学校の校長は、当該指定学校の運営に関して、教育課程の編成その他教育委員会規則で定める事項について基本的な方針を作成
し、当該指定学校の学校運営協議会の承認を得なければならない。

４．学校運営協議会は、当該指定学校の運営に関する事項（５の事項を除く。）について、教育委員会又は校長に対して、意見を述べることが
できる。

５．学校運営協議会は、当該指定学校の職員の採用その他の任用に関する事項について、当該職員の任命権者に対して意見を述べることが
できる。この場合において、当該職員が県費負担教職員であるときは、市町村委員会を経由する。

６．指定学校の職員の任命権者は、当該職員の任用に当たっては、５により述べられた意見を尊重するものとする。

７．教育委員会は、学校運営協議会の運営が著しく適正を欠くことにより、当該指定学校の運営に現に著しい支障が生じ、又は生ずるおそれが
あると認められる場合においては、その指定を取り消さなければならない。

８．指定学校の指定及び指定の取消しの手続き、指定の期間、学校運営協議会の委員の任免の手続及び任期、学校運営協議会の議事の手
続その他学校運営協議会の運営に関し必要な事項については、教育委員会規則で定める。

学校運営協議会制度の導入

◆ 国民の学校教育に対する要請が多様化・高度化する中で、公
立学校が国民の期待に十分応えることができるよう、公立学校の
管理運営の活性化を図る必要。

◆ このため、地域の住民や保護者がより主体的に学校の運営に
参画することを可能とすることにより、地域の住民、保護者の意向
に的確に対応した教育活動を実施し、信頼される学校づくりを進
めることが重要。

★ 教育改革国民会議報告－教育を変える１７の提案－
（平成１２年１２月２２日）

★ 規制改革推進３か年計画（再改定）（平成１５年３月２８日閣議決定）

★ 今後の学校の管理運営の在り方について
（平成１６年３月４日中央教育審議会答申）

★ 規制改革・民間開放推進３カ年計画（平成１６年３月１９日閣議決定）

必要性

学校運営協議会の制度導入に至る経緯について

関係答申等

※平成１６年地教行法改正（※第４７条の５に規定、平成１６年９月９日施行）

関係答申等（抜粋）①
●教育改革国民会議報告－教育を変える１７の提案－ （平成１２年１２月２２日）
４．新しい時代に新しい学校づくりを
◎新しいタイプの学校（“コミュニティ・スクール”等）の設置を促進する

新しいタイプの学校の設置を可能とし、多様な教育機会を提供する。新しい試みを促進し、起業家精神を持った人を学校教育に引き
込むことにより、日本の教育界を活性化する必要がある。

提言
（３）地域独自のニーズに基づき、地域が運営に参画する新しいタイプの公立学校（“コミュニティ・スクール”）を市町村が設置すること
の可能性を検討する。これは、市町村が校長を募集するとともに、有志による提案を市町村が審査して学校を設置するものである。校長
はマネジメント・チームを任命し、教員採用権を持って学校経営を行う。学校経営とその成果のチェックは、市町村が学校ごとに設置す
る地域学校協議会が定期的に行う。

●規制改革・民間開放推進３カ年計画 （平成１６年３月１９日閣議決定）
○ 教育主体の多様化
（１）コミュニティ・スクールの法制化【平成１６年度中に措置】

新しいタイプの公立学校であるコミュニティ・スクールは、教職員人事、予算使途及び、教育課程の決定などの学校経営について、
学校、保護者、地域の独自性を制度的に担保する一方で、地元代表や保護者代表を含む「地域学校協議会」が地域に対し説明責任を負
うという、地域コミュニティに開かれた、責任のある経営体として地方公共団体によって設置される。
コミュニティ・スクールを導入することの意義は、社会や地域住民・需要者のニーズに応じた多様で機動的な学校経営を可能とし、

独創性と創造性に富んだ児童・生徒の育成に資することであり、また、その存在が、既存の公立学校システム全体の活性化に資するこ
とにある。
よって、平成１７年４月の開校に向け、コミュニティ・スクールの設置手続、地域学校協議会の設置手続・構成・機能のほか、学校

長及び教職員について、地域学校協議会が人選についての推薦を含め人事に関与し、任命権者は地域学校協議会の意向を尊重すること
とするなど、人事に関し地域学校協議会の意向が反映されることが確実に担保されるような、学校長、地域学校協議会、市町村教育委
員会、都道府県教育委員会等の権限と責任の在り方を定めた所用の法律改正案を可能な限り速やかに国会に提出する。

●規制改革推進３か年計画（再改定） （平成１５年３月２８日閣議決定）
１ 教育主体の多様化
（２）コミュニティ･スクール導入に向けた制度整備【平成１５年中に検討・結論】

新しいタイプの公立学校であるコミュニティ・スクールを導入することの意義は、教職員人事を始めとする運営・管理及び教育の実施
等について、学校、保護者、地域の独自性を確保する一方で、地元代表や保護者の代表を含む「地域学校協議会（仮称）」に対しアカウ
ンタビリティを負うことにより、社会や地域住民・需要者のニーズに応じた多様で機動的な学校運営を可能とし、独創性と創造性に富ん
だ人材の育成に資することにある。これらの点を踏まえ、コミュニティ・スクール導入のための制度整備に関しては、例えばコミュニ
ティ・スクールの設置手続、「地域学校協議会（仮称）」の設置と機能、都道府県教育委員会、市町村教育委員会及び地域学校協議会の
教員任免等に係る権限の在り方等の点について、法令上の規定を設けることを検討する。
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関係答申等（抜粋）②

●今後の学校の管理運営の在り方について （平成１６年３月４日中央教育審議会答申）

第２章 地域が参画する新しいタイプの公立学校運営の在り方について

１ 地域が公立学校の運営に参画することの意義について
○ 我が国の公立学校の運営は、関係法令に基づき、教育委員会及び校長の権限と責任の下で行われている。こうした学校の運営の在り
方は、学校運営に関する責任の所在を明確にするとともに、一定の教育条件・教育内容を確実かつ均等に保障する上で重要な役割を果
たすものであるが、一方で、学校の運営の状況が保護者や地域住民等に分かりにくく、学校の閉鎖性や画一性などにつながりがちであ
るとの指摘もなされてきた。

○ 学校は地域社会を基盤として存在するものであり、充実した学校教育の実現には、学校・家庭・地域社会の連携・協力が不可欠であ
る。これまでも、地域に開かれた信頼される学校づくりを目指して、全国の学校で様々な取組が進められてきた。例えば、平成１２年
に導入された学校評議員制度は、既に半数以上の学校で導入されている。また、学校側からの動きだけでなく、保護者や地域社会から
の学校への働き掛けも活発化してきた。例えば、学校支援のための様々なボランティア活動などの取組も各地で進みつつある。

○ このような中で、近年、学校と地域社会との連携・協力を更に一段階進め、地域の力を学校運営そのものに生かすという発想が出て
くるようになった。平成１２年の教育改革国民会議報告においては、「新しいタイプの学校（“コミュニティ・スクール”等）の設置を
促進する」という提言が行われ、文部科学省では、平成１４年度から、モデル校を指定して、新しいタイプの学校運営の在り方に関す
る実践研究を実施している。また，政府の規制改革推進３か年計画（再改定）においては，「コミュニティ・スクール導入のための制
度整備」に関して，法令上の規定を設けることについて平成１５年中に検討し結論を出すことが決定されているところである。

○ 経済・社会の大きな構造改革の中で、可能な限り地方分権を進め、権限と責任を「現場」に近いところに移していこうとする流れが
急速に進んでいる。また、従来は公的部門が単独で担ってきた分野についても、住民等に参画を求め、その力を生かすことによってよ
り良い成果を実現していこうとする動きが顕著となりつつある。特に、文化活動や社会教育の分野においては、近年、各地で特色ある
取組が見られるようになっている。公立学校の運営に保護者や地域住民の参画を求めることにより、学校を内部から改革しようという
考え方は、このような社会全体の大きな改革の流れの中に位置付けられるものである。

○ 都市化の進行等に伴い、多くの地域でかつての地縁に基づく地域社会が変容し、「地域の学校」という考え方が次第に失われてきた。
しかし、その一方で、保護者や地域住民の側に、自らが学校の運営に積極的に参画することによって、自分たちの力で学校をより良い
ものにしていこうとする意識が生まれつつある。こうした意識の高まりを的確に受け止め、学校と保護者や地域住民が力を合わせて学
校の運営に取り組むことが可能となるような仕組みを構築していくことが求められている。

○ 各学校の運営に保護者や地域住民が参画することを通じて、学校の教育方針の決定や教育活動の実践に、地域のニーズを的確かつ機
動的に反映させるとともに、地域ならではの創意や工夫を生かした特色ある学校づくりが進むことが期待される。学校においては、保
護者や地域住民に対する説明責任の意識が高まり、また、保護者や地域住民においては、学校教育の成果について自分たち一人一人も
責任を負っているという自覚と意識が高まるなどの効果も期待される。さらには、相互のコミュニケーションの活発化を通じた学校と
地域との連携・協力の促進により、学校を核とした新しい地域社会づくりが広がっていくことも期待される。

，

○ 地域の参画による学校運営は，これまでの実践研究の成果等にも示されるとおり，現行においても，学校評議員制度など各種の制度
の柔軟な活用によって，かなりの程度実現することが可能であり，今後ともすべての学校において，地域に開かれた学校づくりを目指
した取組を推進することが求められる。

○ 一方で，例えば，学校評議員制度については，その意見を踏まえて教育内容の改善を行うなど，大きな成果を上げる学校があるもの
の，運用上の課題を抱え，必ずしも所期の成果を上げ得ない学校もある。また，学校評議員制度の，校長の求めに応じて意見を述べる
という役割を超えて，より積極的に学校運営にかかわることができるような新たな仕組みを検討すべきとの指摘もある。

○ 今後，公立学校をより多様で魅力的なものとするためには，学校評議員制度に関する運用の改善を図るなど，これまでの取組を更に
発展させることが必要である。開かれた学校づくりの原点として，保護者や地域住民が学校に対する様々な意見や要望を，幅広く，ま
た気軽に相談できるような窓口を拡充していくことも重要であろう。
併せて，こうした既存の枠組みを超えて，新たに保護者や地域住民が一定の権限と責任を持って主体的に学校運営に参加するとともに，
学校の裁量権を拡大する仕組みを制度的に確立し，新しい学校運営の選択肢の一つとして提供することも必要と考える。今後，こうし
た新しい学校運営の在り方について更に詳細な制度設計を行った上で，明確な法令上の根拠を与える必要がある。

２ 制度化に当たっての基本的な考え方について
（１）制度導入の対象
○ 保護者や地域住民が一定の権限を持って運営に参画する新しいタイプの公立学校（以下便宜上「地域運営学校」という。）に関する
制度の導入の対象としては，地域とのつながりが特に深い小学校や中学校が中心になると考えられるが，地域の実情に応じ，学校を設
置する地方公共団体の教育委員会の判断で，幼稚園や高等学校などを対象とすることも考えられる。

○ 地域運営学校は，学校運営の在り方の選択肢を拡大するための手段の一つとして新たに制度化すべきものである。したがって，その
導入は，すべての公立学校に一律に求められるものではなく，地域の特色や学校の実態，保護者や地域住民の意向などを十分に踏まえ
て，学校を設置する地方公共団体の教育委員会の適切な判断により行われることとし，その指定の手続については教育委員会において
定めることが適当である。

（２）基本的な制度の内容
ア 学校運営協議会の設置
○ 学校の運営への保護者や地域住民の参画を制度的に保障するための仕組みとして，教育委員会が，地域運営学校の運営について協
議を行う組織（以下便宜上「学校運営協議会」という。）を設置することが必要と考えられる。
学校運営協議会は合議制の機関であり，その委員としては，児童・生徒の保護者，地域住民のほか，当該学校を設置する地方公共

団体の教育委員会が適当と考える者のうちから，当該教育委員会において任命することが適当である。委員の数，構成，委員の任命
の手続，任期，学校運営協議会の議事に関する事項等については，教育委員会規則において定めることになると考えられる。なお，
委員は非常勤の公務員に位置付けられるものと考えられるが，教育の中立性や公正性を確保する観点から，例えば学校運営協議会の
委員の任命に当たり守秘義務を課すことなども検討されるべきである。

- 2 -



イ 学校運営協議会の役割
○ 学校運営協議会の役割としては，
（ⅰ）学校における基本的な方針について決定する機能，
（ⅱ）保護者や地域のニーズを反映する機能，
（ⅲ）学校の活動状況をチェックする機能
が考えられる。すなわち，学校運営協議会には，例えば，学校における教育課程編成の基本方針，予算執行や人事配置等に関する基
本方針等，当該学校の運営の大綱について，校長等の提案に基づいて承認を行うなど，学校における基本的な意思決定に関与する役
割を果たすことが期待される。校長は，承認された基本的な方針に基づき，学校運営の責任者として具体的な事項について決定し，
校務を行うこととなる。このように，学校の基本方針の決定等に当たり，校長は学校運営協議会に対し十分な説明を行い，相互に意
見交換を行うことが必要となるが，この過程を通じて，保護者や地域住民が自らも学校運営に共同責任を負っているとの自覚を深め，
校長を中心とした具体的な学校運営の支援に積極的にかかわっていくことが期待される。
また，学校運営協議会の委員には，保護者や地域住民を代表する立場にある者として，学校に対する保護者の要望や地域ニーズを

公平・公正に，かつ，幅広く把握・集約し，学校運営に反映させることが求められる。さらに，基本的な方針に照らした学校の教育
活動の実施状況について絶えず目を配り，評価を行い，必要があれば改善を求めるなどの働き掛けを行うことなども期待される。
このような権限を有する学校運営協議会には，自らの活動に関して，保護者や地域住民，教職員等の学校関係者に対して説明を行う
責任が生じる。また，当該学校において所期の教育目標が十分に達成されないなどの場合には，委員の解任や学校運営協議会の解散
などの形でその責任が問われるものと考えられる。

○ 学校にどのような校長や教職員を得るかということは，地域の意向を踏まえた特色ある学校運営の成否に特に重要な影響を与える
問題である。このため，実践研究校のこれまでの研究においても，校長を公募し，その選考に学校運営協議会が関与したり，教職員
の人事について要望を行うなどの取組が試みられてきたところである。
こうしたことを踏まえ，地域運営学校においては，現在の校長による意見具申や市町村教育委員会による内申に加えて，学校運営

協議会が校長や教職員の人事について具体的に関与することができるようにするとともに，人事に関し最終的な権限を持つ教育委員
会においては，地域運営学校制度の趣旨にかんがみ，校長や学校運営協議会の要望等を可能な限り実現するよう努める必要がある。
このために，例えば，学校運営協議会が，教職員の公募を求めたり，任用の候補者について要望するなど，学校運営協議会が人事に
ついて任命権を有する教育委員会に対して意見を述べることができ，当該教育委員会においては，その意見を尊重して人事を行うな
どの仕組みを設けることが考えられる。この場合，市町村立小学校又は中学校の学校運営協議会においては，当該市町村教育委員会
を経由して都道府県教育委員会に意見を述べることが適当と考えられる。なお，学校運営協議会から意見の申し出があった場合，市
町村教育委員会は，地域運営学校制度の趣旨にかんがみ，特段の支障がない限り，その意見と同様の内申を行うこととなるものと考
える。

○ また，市町村教育委員会が市町村立小学校又は中学校を地域運営学校に指定する場合，当該学校における教職員は県費負担教職員
であることから，教職員の任命権者である都道府県教育委員会に対し事前に協議を行うなどの手続が必要と考えられる。

○ 保護者や地域住民に学校運営に当たっての一定の権限を与えること，すなわち，学校運営協議会に具体的にどのような権限を与え
るか，その際，校長や教育委員会との関係をどのように位置付けるかなどについて法令上規定することは，現在の地方教育行政制度
に全く新しい視点に立った仕組みを導入するものである。このため，その制度化に当たっては，教育委員会の自主的，主体的な取組
が促進されるよう，地方教育行政全体の在り方にも照らしつつ，十分な検討を行う必要がある。

ウ 校長の裁量権の拡大等
○ 地域運営学校の運営をより効果的なものとするためには，学校の創意工夫を生かした様々な取組が可能となるよう，学校運営の責
任者である校長の裁量権を拡大することが重要である。先に述べたように，教職員人事については，学校運営協議会の関与の下，学
校の裁量権の拡大を図ることも必要であるが，これに加えて，例えば，地域運営学校の校長に係る裁量経費を増額することや，学校
の判断に基づき非常勤講師の採用を可能にすることなど，現行制度の運用の改善等による対応が可能な事柄については，各学校の設
置者において積極的な検討を行うことが求められる。

○ また，学校の裁量権が拡大するに伴い，校長には，学校を取り巻く地域の様々な関係者と十分なコミュニケーションを図り，相互
の連携・協力を確保しつつ，学校の責任者としてリーダーシップを発揮する高い力量が一層強く求められることとなる。国や教育委
員会においては，高度な専門性や経営能力など校長として求められる資質や能力の向上に向け，研修等の充実に取り組む必要がある。

（３）点検・評価等
○ 地域運営学校は，これまで行政内部で完結していた学校運営に保護者や地域住民が責任を持って参画するものである。地域運営学校
が，公立学校として担うべき公共性や公平性・公正性を担保しつつ，その特色を生かした教育を実践していくためには，当該学校によ
る自己評価が重要である。さらに，学校を設置する地方公共団体の教育委員会において，学校運営協議会の活動も含め，地域運営学校
の教育活動を不断に点検・評価するとともに，その結果を例えばインターネット等を通じて情報公開し，その成果を他の学校の教育活
動にも生かしていく必要がある。

○ 教育委員会が行う点検・評価においては，例えば，学校運営協議会が期待される機能を十分に果たしているか，公立学校としての公
共性・公平性・中立性の確保や教育水準の維持等は適切に図られているか，地域の信頼に応える学校づくりに具体的な成果が上がって
いるかといった観点から，それぞれの地域運営学校の特色に応じた評価項目を定め，適切に実施していくことが求められる。その際，
第三者による評価委員会等を設置し，その評価を参考にすることや，保護者や地域住民に広く意見を求めることなども有効であろう。
点検・評価の結果によっては，地域運営学校に教育活動の改善を求めたり，その指定を取り消すなどの措置を講じる必要も生じるもの
と考えられる。

○ 地域運営学校の円滑な運営を実現し，所期の目的が達成されるよう，地域運営学校を設置する地方公共団体の教育委員会においては，
あらかじめその指定や取消しに関する手続き等必要な事項を教育委員会規則において定めるとともに，地域運営学校の運営に関する調
整や評価などを行う組織を明確にするなどの十分な体制整備を図ることなどが求められる。また，国においても，地域運営学校に関す
る情報の収集・提供や評価方法に関する研究開発等を通じて，新しいタイプの学校運営を積極的に支援していく必要がある。
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学校運営協議会の制度上の機能の意義と成果について

【意義】

■ 学校と家庭・地域の三者において育てたい子供像や目指す
学校像を共有し、三者が協働して教育の充実に取り組むため
の目的意識や当事者意識の向上につながる

■ 地域の人々や保護者等の意向を反映するという観点から重
要な意義を持つ

校長が作成する学校運営の基本方針の承認

【意義】

■ 学校の教育活動に対し様々な角度や多様な見方からの意
見をもらうことで、教育活動や地域連携に関する点検や見直
しを図ることができる

■ 教職員や保護者・地域の人々のコミュニティ・スクールに対
する意識づくりにつながる

機能①

学校運営に関する意見の申出機能②

教職員の任用に関する意見の申出機能③

【成果】

◎ 計画の段階から地域の人々や保護者等の参画を得た学校運営
ができる

◎ 地域が学校に対して肯定的に見るようになる

◎ 校長の異動があっても継続的な学校運営が図られる

◎ 説明責任の意識が定着した

【成果】

◎ 教職員の学校運営への改善意識が高まる

◎ 改善に向けて地域の人々等が学校を支援する取組につながっ
ている

◎ 風通しのよい学校運営、学校・家庭・地域の信頼関係の構築に
つながっている

【意義】

■ 学校運営の基本方針を踏まえて、実現しようとする教育目標・
内容等にかなった教職員の配置を得ることが必要であるとの趣
旨から、教職員の任用についても地域の人々や保護者等の意
向が任命権者に直接的に反映されるようにする

■ 地域に開かれ信頼される学校の実現の観点から意義がある

【成果】

◎ 地域の課題解決や教育の充実のために校内体制の整備充実
を図る観点での意見が述べられており、学校にとって応援となる
存在になっている（例：地域との連携による学校づくりにマネジメント力を発揮す
る校長の留任、社会教育主事有資格者の教員の配置、ミドルリーダーの強化）

◎ 学校運営協議会の思いが教育委員会に伝わり、教育委員会と
の協働が進みやすい

※「コミュニティ・スクールを核とした地域とともにある学校づくりの一層の推進に向けて」
（平成２７年３月 コミュニティ・スクールの推進等に関する調査研究協力者会議）より

学校運営協議会と教育委員会・校長との関係について（市町村立学校の場合）

都道府県教育委員会

市町村立学校

学校運営に関して協議
する合議制の機関

日常の学校運営の責任者

学校運営(教育課程の編成等）の基本方針の立案 ・基本方針の承認
・学校運営に関する意見（任意）

学校経営、教育活動の実施

（地教行法第４７条の５第３項、第４項）

委員：地域住民、保護者など

・職員の任命権 など
教
職
員
の
任
命

広域行政の観点からの責任者

人事の内申
（地教行法第３８条）

学校の設置者としての責任者

・学校の設置者としての管理権限 など

市区町村教育委員会
（
地
教
行
法
第
３
９
条
）

（
地
教
行
法
第
３
７
条
）

教
職
員
の
進
退
に
関
す

る
校
長
の
意
見
申
出

学
校
運
営
に
関
す

る
意
見
（任
意
）

（
地
教
行
法
第
４
７
条

の
５
第
４
項
）

学校運営協議会

・教
職
員
の
任
用
に
関
す
る
意
見
（任
意
・市
町
村
教
委

を
経
由
）

（
地
教
行
法
第
４
７
条
の
５
第
５
項
、
第
６
項
）

校 長

（学校教育法第３７条第４項）
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関係文献（抜粋）

可能である。

●第四次新訂【逐条解説】「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」（木田宏著 教育行政研究会編著 第一法規出版）

一 本条は、公立学校の管理運営の改善を図るため、教育委員会が、その指定する学校の運営に関して協議する機関として、保護者や地域
住民等により構成される学校運営協議会を設置できること及び学校運営協議会の委員、権限等について、平成一六年の本法改正により新
たに規定したものである。近年、時代の変化に応じて、保護者や地域住民等から、学校教育に対する多様かつ高度な要請や、開かれた学
校運営を求める声が寄せられるようになっており、学校運営協議会は、このような要請に応え、公立学校への信頼を更に高めていくため、
保護者や地域住民等が一定の権限と責任をもって学校運営に直接参画する方策の一つとして導入されたものである。

二 第一項は、教育委員会は、教育委員会規則で定めるところにより、所管する学校の中から指定した学校に学校運営協議会を置くことが
できることを規定している。学校運営協議会は、地域の実情や学校の状況を踏まえ、その学校の地域住民や当該学校に在籍する児童、生
徒又は幼児の保護者の意向を直接的に学校運営に反映させるか否かについて、設置者である教育委員会が所管の学校ごとに判断を行い、
特定の学校を指定して設置することとしたものである。また、学校運営協議会は、小学校、中学校、高等学校、中等教育学校、特別支援
学校及び幼稚園に置くことができる。
学校運営協議会は、教育委員会の管理権限の下、学校管理規則等に基づき、学校の責任者である校長が日常的な学校運営を実施する現

行の公立学校の管理運営制度を前提として、校長の管理運営及び教育委員会の任命権の行使上の手続きに関与する機関であることから、
地方自治法上の附属機関１にとどまらず、当該学校の運営について一定の範囲で法的な権限を有する教育委員会の下部組織たる合議制の
機関として、教育委員会がその責任において設置するものである。
なお、学校運営協議会を設置する学校については、各教育委員会の判断で「コミュニティ・スクール」等と、適宜名称を付することも

可能である。

第四十七条の五 教育委員会は、教育委員会規則で定めるところにより、その所管に属する学校のうちその指定する学校（以下この条において「指定学校」と
いう。）の運営に関して協議する機関として、当該指定学校ごとに、学校運営協議会を置くことができる。

２ 学校運営協議会の委員は、当該指定学校の所在する地域の住民、当該指定学校に在籍する生徒、児童又は幼児の保護者その他教育委員会が必要と
認める者について、教育委員会が任命する。
３ 指定学校の校長は、当該指定学校の運営に関して、教育課程の編成その他教育委員会規則で定める事項について基本的な方針を作成し、当該指定学
校の学校運営協議会の承認を得なければならない。
４ 学校運営協議会は、当該指定学校の運営に関する事項（次項に規定する事項を除く。）について、教育委員会又は校長に対して、意見を述べることができ
る。
５ 学校運営協議会は、当該指定学校の職員の採用その他の任用に関する事項について、当該職員の任命権者に対して意見を述べることができる。この場
合において、当該職員が県費負担教職員（第五十五条第一項、第五十八条第一項又は第六十一条第一項の規定により市区町村委員会がその任用に関
する事務を行う職員を除く。）であるときは、市町村委員会を経由するものとする。
６ 指定学校の職員の任命権者は、当該職員の任用に当たっては、前項の規定により述べられた意見を尊重するものとする。
７ 教育委員会は、学校運営協議会の運営が著しく適正を欠くことにより、当該指定学校の運営に現に著しい支障が生じ、又は生ずるおそれがあると認めら
れる場合においては、その指定を取り消さなければならない。
８ 指定学校の指定及び指定の取消しの手続、指定の期間、学校運営協議会の委員の任免の手続及び任期、学校運営協議会の議事の手続その他学校運
営協議会の運営に関し必要な事項については、教育委員会規則で定める。

三 第二項は、学校運営協議会が、一定の権限が付与される機関であることから、その委員については、設置者である教育委員会の責任に
おいて人選が行われ、任命するものと規定している。委員は、地方公務員法上の特別職の公務員として身分を有することとなる（地公法
三３）。また、その委員は、学校が所在する地域の住民、学校に在籍する児童、生徒又は幼児の保護者その他教育委員会が必要と認める
者としており、地域の具体的な範囲については、学校運営の改善を図るために協力を得る必要がある地域はどの範囲かという観点から、
学校の設置者が判断すべきものであるが、基本的には、各学校の通学区域程度の範囲が想定される。なお、「その他教育委員会が必要と
認める者」としては、校長、教職員、学識経験者、関係機関の職員等が想定されるが、学校運営協議会は学校の管理運営に一定の権限を
もって関与する機関であるため、委員として当該学校の児童生徒を参画させることは想定されていない。
前述のとおり、委員は、特別職の地方公務員の身分を有することから、地方公務員法上の守秘義務（地公法三四条）は課されないが、

委員は、協議などを通じ児童生徒や職員等に関する個人的な情報を職務上知り得る可能性があることから、教育委員会規則において守秘
義務を定めるなど適切な対応が必要である。また、委員に対しては、各地方公共団体の条例に基づき、報酬や交通費等の実費が支弁され
る。

四 学校運営協議会の権限
（一）校長の作成する学校運営の基本方針の承認（必須）

第三項は、校長は、学校の運営に関して基本的な方針を作成し、学校運営協議会の承認を得なければならないことを規定している。こ
れは、学校運営協議会を通じ、保護者や地域住民等が、校長と共に学校運営に責任を負うとともに、校長が作成する学校運営の基本的な
方針に保護者や地域住民等の意向を反映させることを目的としている。基本的な方針において定めるものは、教育課程の編成その他教育
委員会規則で定める事項であり、教育課程の編成以外の事項としては、施設管理、組織編成、施設・設備等の整備、予算執行等に関する
事項が考えられるが、具体的には、地域や学校の実態等に応じて教育委員会規則において定めることとなる。校長は、承認された学校運
営に関する基本的な方針に沿い、その権限と責任において教育課程の編成等の具体的な学校運営を行うことが求められる。ただし、校長
は、個々の具体的な権限の行使の在り方や内容について、学校運営協議会の指示や承認を受けるものではない。

（二）学校運営に関する教育委員会又は校長に対する意見（任意）
第四項は、学校運営協議会は、学校の運営に関する事項について、教育委員会又は校長に対して、意見を述べることができることを規

定している。これは、学校運営協議会が、学校運営に関して協議する機関として設置されるものであることから、基本的な方針の承認に
とどまらず、当該学校の運営全般について、広く保護者や地域住民等の意見を反映させる観点から意見を申し出ることができる旨を明確
にしたものである。意見の内容としては、学校管理規則の見直しや学校の裁量拡大、教育課程やその実施状況等についての意見が想定さ
れる。
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、

（三）教職員の任用に関する教育委員会に対する意見（任意）
第五項は、学校運営協議会は、学校の職員の採用その他の任用に関する事項について、当該職員２の任命権者に対して意見を述べること

ができることを規定している。学校運営協議会の意見は、当該学校の運営の基本的な方針を踏まえて実現しようとする教育目標、内容等
に適った教職員の配置を求める観点からなされるものである。一方、「採用その他の任用３」とは、採用、昇任、転任であり、分限（免職、
休職、降任、降給）、懲戒（免職、停職、減給、戒告）、勤務条件（給与、勤務時間の決定）は意見の対象とならない。
学校運営協議会を設置する学校であっても、市町村教育委員会の内申権、校長の意見具申権に変更は生じないため、学校運営協議会の

意見の有無や内容にかかわらず、校長は意見具申を行うことが可能であり、都道府県教育委員会も、市町村教育委員会の内申をまって任
命を行う必要がある。その際、市町村教育委員会は、内申の内容について、学校運営協議会の意見の内容との調整に留意する必要がある。
また、県費負担教職員に関する学校運営協議会の意見については、市町村教育委員会を経由して都道府県教育委員会に提出される必要が
ある。これは、設置者としてその内容を了知しておく必要があるためであり、市町村教育委員会においてその内容が変更されるものでは
ない。
第六項は、任命権者は、職員の任用に当たり、学校運営協議会が述べた意見を尊重４するものとすることを規定している。学校運営協

議会の意見は、任命権者の任命権の行使を拘束するものではなく、任命権者は、最終的には自らの権限と責任において任命権を行使する
こととなるが、任命権者においては、学校運営協議会の意見を尊重し、その内容を実現するよう努める必要がある。

五 第七項は、学校運営協議会の活動により当該学校の運営に著しい支障が生じ、又は生ずるおそれがあると認められる場合、教育委員会
は、指定を取り消し、教育活動の円滑な実施が損なわれないようにしなければならないことを規定している。指定の取り消し事由として
は、①委員同士の意見が対立して学校運営協議会として意思形成が行えない場合、②学校運営協議会としての活動の実態が認められない
場合、③校長と学校運営協議会の方針が著しく対立し、結果として学校の円滑な運営に支障が生じている場合、④一部ないし全部の委員
による偏った運営がなされていると認められる場合等が想定されるが、教育委員会規則によりあらかじめ取消し事由を具体的に定めてお
くことが望まれる。教育委員会は、学校運営協議会の運営の状況について把握に努めるとともに、必要に応じて学校運営協議会及び校長
に対して指導、助言を行うなど、学校運営協議会の円滑な運営の確保に努める必要がある。

六 第八項は、学校運営協議会の運営に関する事項については、教育委員会規則において定めることを規定している。このように制度の運
用に関わる大部分を教育委員会規則に委ねているのは、地域の実態や学校の実情等も踏まえ、各教育委員会の判断で柔軟に運用すること
を可能とするためである。各教育委員会は、公立学校としての運営の公正性、公平性、中立性の確保に留意しつつ、学校運営協議会の運
営に関する事項について責任をもって定めるとともに、その内容について広報、周知に努める必要がある。

七 地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律（平成二三年法律三七号）により、市町
村教育委員会の所管に属する学校について学校運営協議会を置く学校の指定に当たって、都道府県教育委員会との事前協議を義務付けて
いた第九項が削除された。

＜注解＞
１ 地方公共団体の教育委員会などの執行機関は、法律又は条例で定めるところにより、「附属機関」として、その担任する事務について
調停、審査、審議、調査を行うための機関を置くことができることとされている（自治法一三八の四３）。

２ 「職員」とは、校長、副校長、教頭、主幹教諭、指導教諭、教諭、養護教諭、栄養教諭、助教諭、養護助教諭、寄宿舎指導員、講師、
学校栄養職員及び事務職員その他当該学校の職員がすべて含まれる。

３ 地方公務員の任用の方法については、地方公務員法上、採用、昇任、降任、転任の四種が規定されている（地公法一七条）が、このう
ち降任については、法律で定める場合でなければ職員の意に反して行うことができない分限処分（同法二七条、二八条）であり、意見の
対象とはならない。

４ 内申については、都道府県教育委員会において尊重することが現行法文上は明記されていない（法三八条）。これは、内申が都道府県
と市町村の相互の協力により県費負担教職員の人事の円滑な実施を行うためのものであることから、本来的に都道府県教育委員会におい
てはこれを尊重することが当然に予定されているものである、また、原則としては内申を得ずに任命権は行使できないこととされている
と考えられるからである。学校運営協議会の意見は、内申と異なり、都道府県教育委員会に対して一方的に述べられるものであり、都道
府県教育委員会において適切に考慮されるべきことを明らかにするために、「意見を尊重する」ことを法文上規定したものである。
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関係通知（抜粋）
●「地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行について」（平成１６年６月２４日文部科学事務次官通知）

このたび、別添のとおり、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律」（以下「改正法」という。）が平成一六
年六月九日法律第九一号をもって公布され、平成一六年九月九日から施行されることとなりました。
今回の改正は、中央教育審議会答申「今後の学校の管理運営の在り方について」（平成一六年三月）、「教育改革国民会議報告－教育を

変える一七の提案－」（平成一二年一二月）及び総合規制改革会議「規制改革の推進に関する第三次答申」（平成一五年一二月）等を踏ま
え、公立学校の管理運営の改善を図るため、教育委員会が、その指定する学校の運営に関して協議する機関として、地域の住民、保護者等
により構成される学校運営協議会を設置できるようにすることを目的として行うものである。
今回の改正の趣旨、概要及び留意事項は下記のとおりですので、地域の実情に応じて適切な取組を進めていただくよう願います。
また、都道府県教育委員会におかれては、域内の市町村教育委員会及び市町村長に対して、本改正の周知を図るとともに、適切な事務処

理が図られるよう配慮願います。
記

第一 改正の趣旨
公立学校の運営についての地域の住民や保護者等の意向等が多様化、高度化している状況に的確に対応し、公立学校教育に対する国民の

信頼に応えていくためには、地域の住民や保護者のニーズを学校運営により一層的確に反映させる仕組みの導入が必要である。このため、
校長と地域の住民、保護者等が、共同して地域づくりを行うとともに、より透明で開かれた学校運営を進め、地域に信頼される学校づくり
を実現する観点から、各教育委員会の判断により、地域の住民や保護者等が一定の権限を持って学校運営に参画する合議制の機関として学
校運営協議会を設置することを可能とするものであること。
なお、各教育委員会においては、地域や学校の実態や要望を十分に踏まえ、今回の学校運営協議会の導入を含め、所管に属する公立学校

の管理運営の改善に引き続き取り組むとともに、学校運営協議会制度の趣旨、内容等について、地域の住民や保護者等に対して十分な広報、
周知に努める必要があること。

第二 改正法の概要
１ 教育委員会は、教育委員会規則で定めるところにより、その指定する学校の運営に関して協議する機関として、当該学校ごとに、学校
運営協議会を置くことができるものとし、その委員については、教育委員会が任命するものとしたこと。（地方教育行政の組織及び運営
に関する法律（以下「法」という。）第四七の五第一項、第二項）

２ 当該学校の校長は、当該学校の運営に関して、教育課程の編成その他教育委員会規則で定める事項について基本的な方針を作成し、学
校運営協議会の承認を得なければならないこととしたこと。また、学校運営協議会は、当該学校の運営に関する事項について、教育委員
会又は校長に対して意見を述べることができることとしたこと。（法第四七条の五第三項、第四項）

３ 学校運営協議会は、当該学校の職員の採用その他の任用に関する事項について、当該職員の任命権者に対して意見を述べることができ
ることとし、任命権者は、当該職員の任用に当たっては、その意見を尊重するものとしたこと。（法第四七条の五第五項、第六項）

４ 教育委員会は、当該学校の運営に現に著しい支障が生じていると認められる場合等は、指定を取り消さなければならないこととしたこ
と。 （法第四七条の五第七項）

５ 学校の指定の手続等学校運営協議会の運営に関し必要な事項については、教育委員会規則で定めるものとしたこと。（法第四七条の五
第八項）

６ （略）
７ 改正法は、公布の日（平成一六年六月九日）から起算して三月を経過した日（平成一六年九月九日）から施行することとしたこと。

第三 留意事項
１ 第一項関係（学校運営協議会の設置）
今回の学校運営協議会は、地域に信頼される学校づくりを実現するため、学校運営の在り方の選択肢を拡大するものであり、学校の指定

については、学校の管理運営の最終的な責任を有する教育委員会の責任において判断されるものであること。
その際、各教育委員会は、地域の特色や学校の実態を踏まえつつ、地域の住民や保護者の要望を的確に反映して指定を行う必要があるこ

と。
なお、学校運営協議会は、小学校、中学校、高等学校、中等教育学校、盲学校、聾学校、養護学校（注：当時）及び幼稚園について設置

されるものであること。
２ 第二項関係（学校運営協議会の委員）
（１）学校運営協議会は、学校運営及び任命権者の任命権の行使の手続に関与する一定の権限が付与される機関であることから、その委員

については、設置者である教育委員会の責任において人選が行われ、任命されるものであること。その際、幅広く適任者を募る観点か
ら、例えば、公募制の活用等選考方法を工夫するとともに、地域の住民や保護者等へ広報、周知に努めること。
なお、地域の住民、保護者以外の委員については、学校運営協議会が設置される学校の校長、教職員、学識経験者、関係機関の職員

等が想定されること。
（２）委員については、公立学校としての運営の公正性、公平性、中立性の確保に留意しつつ、適切な人材を幅広く求めて任命するととも

に、学校運営協議会において合議体として適切な意思形成が行われるよう、研修等を通じ、委員が学校運営協議会の役割や責任につい
て正しい理解を得るよう努めること。

（３）学校運営協議会の委員は、特別職の地方公務員の身分を有することになるものであること。なお、委員については、児童生徒や職員
等に関する個人的な情報を職務上知り得る可能性があることから、教育委員会規則において守秘義務を定めるなどの適切な対応が必要
であること。

３ 第三項関係（学校運営に関する基本的な方針の承認）
（１）学校運営協議会が行う承認は、学校運営協議会を通じ、地域の住民や保護者等が、校長と共に学校運営に責任を負う観点から、校長

が作成する学校運営の基本方針に地域の住民や保護者等の意向を反映させる観点から行われるものであること。
（２）校長は、承認された学校運営に関する基本的な方針に沿い、その権限と責任において教育課程の編成等の具体的な学校運営を行うも

のであること。
（３）教育課程の編成以外の学校運営に関する基本的な方針の対象となる事項としては、一般的には、施設管理、組織編成、施設・設備等

の整備、予算執行等に関する事項が考えられるが、具体的には、地域や学校の実態等に応じて教育委員会規則において定めるものであ
ること。
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ておくことが望ましいこと。

４ 第四項関係（運営に関する意見の申し出）
学校運営協議会は、学校運営に関して協議する機関として設置されるものであることから、基本的な方針の承認に止まらず、当該学校の

運営全般について、広く地域の住民や保護者等の意見を反映させる観点から、教育委員会又は校長に対して主体的に意見を申し出ることが
できる旨を明確にしたものであること。
５ 第五項関係（教職員の任用に関する意見）
（１）地域に開かれ、信頼される学校づくりの観点から地域の住民や保護者等の学校運営に関する要望について、より一層の反映が図られ

るよう、当該学校の教職員人事について、地域の住民や保護者等が学校運営協議会を通じて直接任命権者に意見を述べられることとし
たこと。

（２）本項の対象となる「職員」とは、校長、教頭、教諭、養護教諭、学校栄養職員及び事務職員その他当該学校の職員がすべて含まれる
こと。

（３）本項に基づく学校運営協議会の意見は、当該学校の運営の基本的な方針を踏まえて実現しようとする教育目標、内容等に適った教職
員の配置を求める観点からなされるものであり、一般的、抽象的な意見及び特定の職員についての具体的な意見のいずれについても述
べることができること。また、「採用その他の任用」とは、採用、転任、昇任に関する事項であり、分限処分、懲戒処分などについて
は本項に基づく意見の対象とはならないこと。

（４）校長、教育委員会においては、学校運営協議会が本項に基づく意見を述べようとするに当たって、適切な意思形成を行えるよう十分
な情報提供に努めること。

（５）学校運営協議会を設置する学校に関しても、市町村教育委員会の内申権、校長の意見具申権には変更が生じないものであること。し
たがって、学校運営協議会の意見の有無や内容にかかわらず、校長は意見具申を行うことが可能であるとともに、都道府県教育委員会
は、市町村教育委員会の内申をまって任命を行う必要があること。その際、市町村教育委員会は、内申の内容について、学校運営協議
会の意見の内容との調整に留意すること。

（６）県費負担教職員に関する学校運営協議会の意見については、設置者としてその内容を了知しておく必要があることから、手続上、市
町村教育委員会を経由して都道府県教育委員会に提出されるものであり、市町村教育委員会においてその内容が変更されるものではな
いこと。

６ 第六項関係（任命権者における意見の尊重）
（１）学校運営協議会の意見は、任命権者の任命権の行使を拘束するものではなく、任命権者は、最終的には自らの権限と責任において任

命権を行使するものであるが、任命権者においては、学校運営協議会の意見を尊重し、合理的な理由がない限り、その内容を実現する
よう努める必要があること。

（２）なお、第五項に基づく学校運営協議会の意見と異なる内容の任命権の行使を行う場合には、その理由を明らかにするなど説明責任を
果たす必要があること。

７ 第七項関係（指定の取消し）
（１）学校運営協議会の活動により当該学校の運営に著しい支障が生じ、又は生ずるおそれがあると認められる場合には、教育委員会は、

指定を取り消し、教育活動の円滑な実施が損なわれないようにしなければならないこと。なお、指定の取消しを行う必要がある場合と
して、学校運営協議会として意思形成が行えない場合等が想定されるが、取消し事由については、あらかじめできる限り具体的に定め
ておくことが望ましいこと。

（２）教育委員会は、学校運営協議会の運営の状況について的確な把握に努めるとともに、必要に応じて学校運営協議会及び校長に対して
指導、助言を行うなど、学校運営協議会の円滑な運営の確保に努めること。

８ 第八項関係（諸手続に関する教育委員会規則の定め）
学校運営協議会の運営に関する事項については、地域の実態や学校の実情なども踏まえ、各教育委員会の判断で柔軟な運用が可能となる

よう、教育委員会規則において定めることとしているものであり、各教育委員会は、公立学校としての運営の公正性、公平性、中立性の確
保に留意しつつ、責任をもって定めるとともに、その内容について広報、周知に努めること。
（１）「指定及び指定の取消しの手続並びに指定の期間」

指定及びその指定の取消しの手続については、地域の住民や保護者の意向等を適切に反映したものするとともに、その基準等につい
てあらかじめ定めておくことが望ましいこと。具体的には、学校の指定の際、あらかじめ当該地域の住民や保護者から意向を聴取する
ことなどが考えられること。
また、指定の期間ごとに学校運営協議会の活動状況や当該学校の運営状況等を確認、評価し、当該学校の運営の改善を進める必要が

あること。
（２）「学校運営協議会の委員の任免の手続及び任期」

学校運営協議会の委員については、委員の構成、人数、選考方法等も含め、任免に当たっての必要な規定を整備する必要があること。
また、任期ごとにその活動状況を把握し、適任者の任命に努めること。

（３）「学校運営協議会の議事の手続」
学校運営協議会は、合議制の機関として意思決定を行うものであり、開催の手続、議長の選出、議決方法などについてあらかじめ規

定することが必要であること。
（４）「その他必要な事項について」

その他教育委員会規則で定めることが必要な事項としては、守秘義務等委員の服務に関する事項、学校運営協議会の運営の評価に関
する事項などが考えられること。

９ （略）
１０ その他
（１）学校の裁量拡大

各教育委員会は、学校運営協議会を設置する学校について、学校運営の基本的な方針に沿って、特色ある学校づくりを進める観点か
ら、校長裁量予算の導入や拡充、教育委員会への届出、承認事項の縮減等、学校の裁量の拡大に積極的に取り組む必要があること。ま
た、その他の学校についても、同様に学校裁量の拡大に努めること。

（２）学校評議員との関係
学校評議員は、校長の求めに応じて学校運営に関する意見を個人として述べるものであるのに対し、学校運営協議会は、学校運営、

教職員人事について関与する一定の権限を有する合議制の機関であるなど、その役割が異なるものであることから、その設置について
は、教育委員会が学校の状況や地域の実情に応じて適切に判断されるものであること。- 8 -



（３）点検、評価等
学校運営協議会を置く学校については、学校運営協議会においても学校の運営状況等について評価を行うなど、十分な自己点検・評

価に取り組むとともに、学校運営協議会の運営の状況や協議の内容等も含め、地域の住民や保護者に対する情報公開について一層の取
組を進める必要があること。
また、教育委員会としても学校運営協議会を含めた学校の運営状況等について定期的な点検・評価を行い、その際、第三者評価につ

いて積極的に取り組む必要があること。さらに、それらの点検・評価結果について、保護者等に対する情報公開を徹底する必要がある
こと。

（４）学校の名称
学校運営協議会を設置する学校については、各教育委員会の判断で「地域運営学校」、「コミュニティー・スクール」等と、適宜名

称を付することも可能であること。
（５）児童、生徒の意見

学校運営協議会において必要と認める場合には、児童、生徒の発達段階に配慮しつつ、当該学校の児童、生徒に意見を述べる機会を
与えるなどの工夫を行うことも差し支えないこと。

(以下略）

関係法令（抜粋）

●地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和三十一年法律第百六十二号）

（教育委員会の職務権限）
第二十一条 教育委員会は、当該地方公共団体が処理する教育に関する事務で、次に掲げるものを管理し、及び執行する。
一 教育委員会の所管に属する第三十条に規定する学校その他の教育機関（以下「学校その他の教育機関」という。）の設置、管理及び
廃止に関すること。

二 教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の用に供する財産（以下「教育財産」という。）の管理に関すること。
三 教育委員会及び教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の職員の任免その他の人事に関すること。
四 学齢生徒及び学齢児童の就学並びに生徒、児童及び幼児の入学、転学及び退学に関すること。
五 教育委員会の所管に属する学校の組織編制、教育課程、学習指導、生徒指導及び職業指導に関すること。
六 教科書その他の教材の取扱いに関すること。
七 校舎その他の施設及び教具その他の設備の整備に関すること。
八 校長、教員その他の教育関係職員の研修に関すること。
九 校長、教員その他の教育関係職員並びに生徒、児童及び幼児の保健、安全、厚生及び福利に関すること。
十 教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の環境衛生に関すること。
十一 学校給食に関すること。
十二 青少年教育、女性教育及び公民館の事業その他社会教育に関すること。
十三 スポーツに関すること。
十四 文化財の保護に関すること。
十五 ユネスコ活動に関すること。
十六 教育に関する法人に関すること。
十七 教育に係る調査及び基幹統計その他の統計に関すること。
十八 所掌事務に係る広報及び所掌事務に係る教育行政に関する相談に関すること。
十九 前各号に掲げるもののほか、当該地方公共団体の区域内における教育に関する事務に関すること。
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公立小・中学校における 
地域住民による学校運営・学校教育活動への参画等の状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④学校運営協議会（コミュニティ・スクール）をはじめ、学校ごと又は中学校区 
 単位ごとに地域住民や保護者等が学校運営や教育活動について協議し意見を述 
 べる会議体がある（その会議体は、教育委員会の規則や教育委員会が定める規 
 定等に基づき学校が作成する要綱等により設置） 
 （例）一貫・連携推進協議会、学校支援地域教育協議会 等 

5,135校（17.1％） 

③校長の求めに応じた意見聴取にとどまらず、主体的に学校運営や 
 教育活動について協議し、意見を述べる会議体がある 

4,309校（14.4％） 

学校運営に参画する会議体を置く公立小・中学校 

①コミュニティ・スクール 2,271校※2（7.6％ ※3） 

②校長の作成する学校運営の基本方針を承認し、主体的に学校 
 運営や教育活動について協議し、意見を述べる会議体がある 

2,708校（9.0％） 

※1）地方教育行政の組織及び運営に関する法律第47条の５の規定に基づく学校運営協議会がある学校 
※2）コミュニティ・スクールに指定されている2,389校のうちの公立小・中学校数 
※3）母数は、平成26年5月1日現在の公立小・中学校数 

 コミュニティ・スクール※１の増加だけでなく、地域住民や保護者等が学校
運営や教育活動について協議し意見を述べる取組を行っている学校が増えて
います。なお、このような場は全国の公立小・中学校の5,135校（17.1％）
（平成27年4月1日現在）へと広がり、この3年間で約2,000校増えています。 
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「学校運営に参画する会議体を置く公立小・中学校」において学校運営協議会へ移行しない理由

②校長の作成する学校運営
の基本方針を承認し、主体的
に学校運営や教育活動につい
て協議し、意見を述べる会議
体がある

③校長の求めに応じた意見聴
取にとどまらず、主体的に学
校運営や教育活動について協
議し、意見を述べる会議体が
ある

④学校運営協議会をはじめ、
学校ごと又は中学校区単位ご
とに地域住民や保護者等が学
校運営や教育活動について協
議し意見を述べる会議体があ
る

自治体数 19 92 59 170

①管理職や教職員の勤務負担が増える。 0 (0.0%) 5 (5.4%) 4 (6.8%) 9 (5.3%)

②学校運営協議会の成果が不明確である。 3 (15.8%) 5 (5.4%) 0 (0.0%) 8 (4.7%)

③類似制度との違いが理解できない。 2 (10.5%) 6 (6.5%) 1 (1.7%) 9 (5.3%)

④従来の地域連携実践で十分だろう。 1 (5.3%) 24 (26.1%) 18 (30.5%) 43 (25.3%)

⑤保護者・地域の意見が反映されているの
でコミュニティ・スクールは特に必要ない。 7 (36.8%) 23 (25.0%) 23 (39.0%) 53 (31.2%)

⑥任用の意見申出で人事が混乱しないか。 4 (21.1%) 16 (17.4%) 7 (11.9%) 27 (15.9%)

⑦承認の手続により学校の自律性が損なわ
れる。 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%)

⑧学校運営協議会への移行を検討中。 2 (10.5%) 14 (15.2%) 7 (11.9%) 23 (13.5%)

（複数の理由を挙げている自治体、理由を挙げていない自治体を含む。）
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規則や要項の制定 会議体の名称 委員の任命等

① ② ③
・学校運営へ参画（児童生徒の将来のあるべき姿、学校の課題等学校
運営についての話し合い）
・学校支援ボランティアによる支援活動の推進
・学校関係者評価の実施

・学校評価に関する協議
・地域の行事や活動への児童生徒・教職員の参加に関する協議
・子供の安全や居場所づくりに関する協議
・家庭や地域全体の教育に関する協議
・異校種間（幼・小・中・高）の連携に関する協議
１．地域で育む子ども像（子どもへのメッセージ）の策定及び実現に向
けた地域ぐるみの健全育成活動
２．学校・家庭・地域の課題の共有及び解決に向けた様々な活動
３．学校支援ボランティアによる学習支援、体験活動支援、課外活動支
４．家庭や地域の教育力を高めるための講演会や研修活動
５．上記の活動を通じた活力ある地域づくり
・学校運営方針の周知と共有
・学校の課題や情報等の共有
・課題解決に向けた協議
・学校運営に対する意見・要望
・運営への地域住民等の理解、協力、参加等の促進協力
・地域学校連携協議会から地域住民等に対する情報提供
・学校関係者評価
・教育活動についての児童生徒からの意見聴取
・学校経営方針への意見（学校管理規則に明記）
・学校関係者評価への参画（学校管理規則に明記）
・学校支援ボランティアのコーディネート
・児童生徒の健全育成・安全確保
・家庭教育講座・地域教育フォーラム等の開催
・校長の運営方針の承認（必須）
・学校運営に関する意見（できる）
・学校関係者評価の実施
・校長の運営方針の承認
・学校運営・教育活動の充実についての協議
・学校支援の在り方についての協議、組織体制の整備
・教職員の構成についての意見

長野県 － 運営委員会 － －

三重県
四日市市

－ －

国

福井県

長崎県

熊本県

学校長が推薦し、
市教委が委嘱・任命

青森県
八戸市

栃木県
宇都宮市

愛知県
豊川市

市教委が規則を制定 学校運営協議会

魅力ある学校づく
り地域協議会

学校長が推薦し、設
置者が委嘱

学校管理規則に明記する
とともに、事業として実施
要綱で定める

市教委が運営要綱を制定 運営協議会

各学校が実態により要綱
等を作成

学校地域づくり協
議会

各校で依頼

－

校長が推薦し、市教
委が委嘱

市教委が規則で制定・認
定

地域学校連携協
議会

地教行法第四十七条の五の規定によらず自治体が取り組む学校と地域の連携組織（参考）

市町村教委が規則で制定 学校運営協議会 市町村教委が任命

県が事業として実施要項で
定めており、全ての市町村
で開設

地域・学校協議会
学校長が推薦し、設
置者が委嘱

①校長の運営方針の承認（必須）
②学校運営に関する意見（任意）
③教職員の任用に関する意見（任意）

主な役割

学校運営協議会の主な役割の有無
自治体名 規則や要項の制定 会議体の名称 委員の任命等

学校支援会議

・具体的な学校運営に関する協議（教育目標、運営方針、教育課程の
編成等、教育内容、行事等、特色ある学校づくり、地域人材の活用）

－ ○ －

権限や役割等

○ －

－ ○ －

－

○ －

－

－

○ －

○ －

○ ○ －

○ ○ －
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幼稚園・高等学校・特別支援学校のコミュニティ・スクール指定校について 
 

校種 幼稚園 高等学校 特別支援学校 

指定校数 

H27.4.1 

現在 

９５ １３ １０ 
町･村立 市立 町・市立 都道府県立 町・市立 都道府県立 

５ ９０ ５ ８ １０ ０ 

 

【幼稚園】 

幼稚園名 京都市立中京もえぎ幼稚園 岡山市立福田幼稚園 

ＣＳの特徴 

・地域の資源や人材を活用 

・３つのプロジェクト（親子の育ち・

教育研究・伝統文化）による地域と

の連携 

・幼小中全体で共通の取組を実施 

・地域の人々と園児との交流する場

の充実 

指定日 平成 18 年 2 月 25 日 平成 19 年 7 月 31 日 

園児数 157 名 100 名 

委員構成 

・委員長                      

・学識経験者（大学准教授）    

・保護者代表（ＰＴＡ）    

・地域代表 

・幼稚園職員     

・園長 ・主任 ・教諭 

・地域住民（町内会長、民政委員） 

・愛育委員 ・主任児童員 

・ＰＴＡ会長、副会長 

・前ＰＴＡ会長 ・元小学校長 

協議会回数 年 3 回 年 3 回 

 

幼稚園名 （福島県）おおたま学園 出雲市立大津幼稚園 

ＣＳの特徴 

・幼小中一貫教育を進める統合運営型

ＣＳ 

・学校支援地域本部との関連を重視し

た教育活動の推進 

・学校関係者評価の実施 

・地域の人々との交流を通した豊か

な心の育成 

指定日 平成 23 年 4 月 1 日 平成 25 年 5 月 28 日 

園児数 2 幼稚園で約 200 名 81 名 

委員構成 

・園長  ・副園長 ・保護者  

・地域住民 ・小学校長 

・中学校長 ・学識経験者（元教授）  

・各校園推薦者 

（現 or 元ＰＴＡ役員） 

・各種団体関係者 

（商工会青年部長、老人クラブ代表、 

スポ少代表、ボランティア団体代表等） 

・ＯＢ代表  

・青少年育成協議会会長 

・ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ長 

・地区主任児童委員 

・小学校校長 

・小学校主幹教諭 

・愛育会副会長 

・教頭 

協議会回数 年 9 回 年 3 回 
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【高等学校】 

学校名 高知県立大方高等学校 三重県立紀南高等学校 富士市立高等学校 

ＣＳの特徴 

・地域に根ざした学校づ

くり（町から高校がな

くなる危機という課題

解決に向けた取組） 

・高校生のアイデアを元

にした地元の商品開発 

・地域に根ざした学校づく

り（生徒流出という課題

解決に向けた取組） 

・生徒の学びを地域で支援 

・体系的なキャリア教育 

・地域と連携した教育活

動（キャリア教育と探

求学習） 

・学校運営協議会を核と

した地域、企業、大学

等との連携強化 

指定日 平成 18 年 4 月 1 日 平成 19 年 6 月 1 日 平成 25 年 6 月 1 日 

生徒数 116 名 331 名 708 名 

委員構成 

・校長 ・中学校長 

・ＰＴＡ会長 

・大学教授 

・黒潮町教育次長 

・地域住民 

（企業・会社代表・商店） 

・ボランティアガイド 

・学校長 

・町教育長  

・中学校長 

・地域住民 

・保護者  

・教職員 

・学校長 

・大学教授 ・准教授 

・会社役員 ・卒業生 

・同窓会会長   

・ＰＴＡ会長 

・地区防災担当 

・保育園園長・中学校長 

・事務長 ・副校長 

・教務課長 

協議会回数 年 4 回 年 6 回 年 3 回 

 

学校名 千葉県立長狭高等学校 
横浜市立横浜サイエンス 

フロンティア高等学校 

ＣＳの特徴 

・企業、大学との連携による専門教育

への取組（医療・福祉、英会話） 

・学校運営協議会を中心とした地域連

携の取組（生徒による小学校での学

習支援ボランティア、化学実験教室） 

・ＳＳＨ、ＳＧＨとして、使命達成に

向けた外部との連携（研究所・大

学・企業等） 

・持続可能な体制づくりに向けて、学

校運営への提言、助言、教育委員会

への意見の申出 

指定日 平成 24 年 4 月 1 日 平成 27 年 4 月 1 日 

生徒数 486 名 709 名 

委員構成 

・学校長 

・市教育長 ・小･中学校長 

・市教育委員会（生涯学習課） 

・大学教員（城西国際大、亀田医療大） 

・ＰＴＡ役員 ・保護者代表 

・市役所総務課長 

・学校長 

・常任ｽｰﾊﾟｰｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞ （ー大学名誉教授） 

・科学技術顧問（大学学長） 

・学識経験者（大学教授） 

・工業会会長 ・企業オーナー  

・理化学研究所事務所長 

・保護者代表 

協議会回数 年 4 回 年 4 回 
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【特別支援学校】 

学校名 京都市立西総合支援学校 岐阜市立岐阜特別支援学校 

ＣＳの特徴 

・通学区の要素だけでなく、障害のあ

る子どもの教育の推進というテー

マ・コミュニティの要素も共有 

・地域との双方向の連携、協働による、

障害のある児童生徒にとって身近な

生活の場単位での学びと育みの場づ

くり 

・保護者、地域とともに進める特別支

援教育（岐阜市内） 

・部会を中心とした取組（地域連携部

会、学校支援部会） 

・防災教育の充実 

・交流、共同学習の充実 

指定日 平成 17 年 5 月 20 日 平成 25 年 4 月 1 日 

児童生徒数 210 名 260 名 

委員構成 

・保護者（ＰＴＡ） 

・地域代表 

（自治連、女性会、民政児童員） 

・学識経験者（大学教授） 

・施設代表 ・社会福祉協議会代表 

・学校長 

・自治会長 ・市福祉課長 

・福祉会施設長 ・大学教授 

・ＰＴＡ会長 ・教頭 

・部主事 

協議会の回数 3 回 3 回＋学校関係者評価＋随時 

 

学校名 横浜市立若葉台特別支援学校 見附市立見附特別支援学校 

ＣＳの特徴 

・地域とともに歩む特別支援学校 

 （小・中学校の跡地に移転して拡大） 

・地域、保護者、学校の連携のための

有効な組織作りと支援活動の充実 

・障がいのある子供たちの地域生活を

支えるネットワーク会議の開催（高

等部をもつ特別支援学校としての企

業・施設・団体等との関係づくり） 

・学校支援地域本部からの発展 

・学校関係者評価の実施 

指定日 平成 26 年 4 月 1 日 平成 26 年 4 月 1 日 

児童生徒数 144 名 59 名 

委員構成 

（若葉台の住民が中心） 

・学校長 

・自治会長 ・元中学校長 

・大学教授 ・ＰＴＡ役員 

・民生委員 ・社会福祉協議会 

・まちづくりセンター 

・地域代表（見附市内） 

・学校関係者代表（教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ） 

・福祉・企業代表（福祉施設、企業等） 

・関係機関代表（手をつなぐ育成会等） 

・学習活動施設代表 

（総合体育館、図書館等) 

・保護者代表 

・校長・教頭・教務（事務局） 

協議会の回数 年 4 回 年 3 回 
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コミュニティ・スクール実践例 

京都市立中京もえぎ幼稚園 
園児数１５７名／ 園長 永本 多紀子／ 指定日 平成１８年２月２５日 

子ども・保護者・地域・教職員共に育ちあう幼稚園を目指して 

＊ 地域の方々のお力を借りて、子どもたちに本物の体験と学びを！ 
＊ 親子で共に育つ公立幼稚園教育の充実を目指して！ 

＊ 伝統文化プロジェクト 

  本園は身近に伝統文化に触れることができる
地域です。祇園祭のお話会や京うちわつくり、
お茶会体験など、ゲストティーチャーのお世話
になり、子どもたちは多様な体験を積み重ねて
います。 

  幼児期に地域の人と関わり、伝統文化に触れ
興味をもつことで将来、地域の伝統文化を担っ
ていく子どもたちに育っていくことを願います。 

〇〇〇〇〇〇〇〇○○〇  【10pt】 

  ＊ 教育研究プロジェクト  教員は、一人一人の幼児理解を深め、子どもの確かな育ちを保障          
                  するため日々研修を重ねています。理事である学識経験者を交えて 
                  エピソードを基に話し合いをすることで、子どもたちを多角的・多面的 
                  に見ることができるようになります。研究の成果を近隣の小・中学校に 
                  発信することと共に理事会でも報告をし、また保護者からの学校評価 
                  に対してもご意見をいただき、ＰＤＣＡのサイクルを確立することでより 
                  良い教育活動が展開されるように取り組んでいます。 

＊ 親子の育ちプロジェクト 
 保護者も子どもも共に遊び、体験し、子 
どもと楽しさを共有することは、公立幼稚 
園が大切にする親も子も共に育つ教育で 
す。 またパパママティーチャーとしての保 
育参加・託児ボランティア・読み聞かせボラ 
ンティア等は子育て支援や保護者の自己 
有用感につながっています。 

             協議会委員 （理事会）     
委 員 長 １名                     

学識経験者 １名   保護者代表 ２名   地域代表 ３名   幼稚園代表 ２名 

 
                

◎ 地域の学校の出発点としての連携を目指す。 

◎ 地域ならではの人や物と関わりながら、地域の中で愛され、育ち、つながる実感をもつ。 

 

 

◎ 親子体験を通して、 

 子育ての楽しさを感じる。 

◎ 子育て支援ボランティア 

 を生かして、親子共に様々 

 な体験を積み重ねる。 

親子の育ちプロジェクト 

 
 

◎ 隣接する幼・小・中３校１ 

 園の交流を生かして園児も教 

 師も保護者も様々な人とのか 

 かわりの幅を広げ、研究的に 

 交流の意義を探り、地域の学 

 校の出発点として公立幼稚園 

 の存在を発信する。 

教育研究プロジェクト 

 
 

 

◎ 地域に根差した伝統文化 

 や地域の人の温かさに触れ 

 ることで、わが町・地域の 

 良さに気づき、愛する気持 

 ちを持てるようにする。 

 伝統文化プロジェクト 

 

＜教育目標＞  たくましく心豊かな子どもの育成 

 学校運営協議会“もえぎティンクル” 

 

地 域 と の 連 携 
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コミュニティ・スクール実践例 

岡山市立福田幼稚園 
園児数１００名／ 指定日 平成１９年７月３１日 

地域で育てる地域の子ども 

地域の人と園児とが交流する場の充実「地域の人と遊ぶ会」 
  福田幼稚園地域協働学校運営協議会委員の声掛けに

より、学期に一度、２０人前後の地域の人に園に来て

もらい開く「地域の人と遊ぶ会」では、園児と地域の

人が触れ合いを楽しむ場となっています。 

  地域の人が園の近くの山から採ってきた大きな笹の

葉で舟を作るのを見せてもらい、一緒に作って水に浮

かべて遊ぶ姿や、山から拾ってきたどんぐりや木の実

を使ってアクセサリーや動物を作って遊ぶ姿など、地

域の人と言葉を交わしながら遊ぶ場面が多く見られま

す。 

  地域の人たちの優しく温かいかかわりの中で、子ど

も達は安心して皆笑顔で昔遊びを楽しんでいます。 

  毎回、保護者に通信等を利用して子ども達の様子を

知らせることで、親子ともに地域の人に親しみを感じ、

地域のよさを感じる場となっています。 
地域の人に笹舟の作り方を 

教わる子どもたち 

ノーメディアウィークを頑張った 
子どもには、先生からの抱っこ！ 

幼小中学校全体で取り組むノーメディアウィーク 
  数年前より、中学校の試験期間を利用して、ノーメ

ディアウィークに取り組んでいましたが、学力・学習状

況調査で福田中学校のメディア視聴時間が県内平均より

長いという結果が出ました。このことについて、福田中

学校区地域協働学校連絡会で議題として取り上げられ、

様々なご意見をいただきました。 

  そこで、より充実した取組になるよう、今年度から幼

小中学校で期間、回数を同一にし、家族みんなで取り組

むことができるよう工夫をしています。毎年、取組の前

には中学生が作成したビデオを視聴していますが、園児

自身が意欲がもてるように、園でも声掛けの工夫を行い

ました。  

  そのことにより、ノーメディアウィーク期間は自分な

りに頑張ろうという気持ちをもって取り組む園児が増加

し、保護者への意識付けにもつながっています。 

福田中学校区連絡会 
（年２回） 

・校園長 ・地域住民代表 
・教員 ・ＰＴＡ会長  等 

福田中運営協議会 

・校長 ・地域住民代表 
・教員 ・ＰＴＡ会長  等 

福田小運営協議会 

・校長 ・地域住民代表 
・教員 ・ＰＴＡ会長  等 

福田幼運営協議会 
（年３回） 

・園長 ・地域住民代表 
・教員 ・ＰＴＡ会長  等 
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コミュニティ・スクール実践例 

おおたま学園 
（大山幼稚園、玉井幼稚園、大山小学校、玉井小学校、大玉中学校 ） 

 指定日 平成23年4月1日（再指定日 平成27年4月1日） 

スクール・コミュニティの形成（新たな地域づくり） 

幼小中一貫教育を進める統合運営型コミュニティ・スクール 

 大玉村は、他市町村と合併をせず、「小さい」を大きなスケールメリットとし、住民から手の

届く村政を目指しています。その具体的方策の一つとして、平成20年度より「大玉村幼・小・中

連携連絡協議会」を設置し、幼稚園と小学校、小学校と中学校の滑らかな接続を目指す幼小中一

貫の取組を、村内の5校園（幼稚園2園、小学校2校、中学校1校）で進めてきました。 

 おおたま学園コミュニティ・スクール」と「大玉村

学校支援地域本部」を相互に関連づけながら教育活動

を推進するように努めています。このことにより、核

が校園と保護者・地域住民が一体となった教育活動が

展開され、保護者や地域住民の学校運営や学校支援へ

の参画意識が高まってきています。 

保護者や地域住民による幼稚園運動会用 
ぼんぼんづくりの支援 

 学校運営協議会も「おおたま

学園」として一体的に運営でき

るよう、各学校運営協議会で組

織する「おおたま学園コミュニ

ティ・スクール委員会」として

設置し、各校の学校運営協議会

の委員と同一メンバーで構成し

ています。 

＜コミュニティ・スクール委員会の委員数・構成＞ 

 ○委員数25名以内 

  ・保護者1名・地域住民2名  ・当該設置校の校長（園長）、副園長５名 

  ・学識経験者1名  ・各校園推薦5名  ・各種団体7名 

＜事務局＞ 

 ○コミュニティ・スクールディレクター1名 

  ※学校支援地域本部コーディネーターと兼務 

学校支援地域本部との関連を重視した教育活動の推進 

 平成23年度からは、コミュニ

ティ・スクールへの移行に合わ

せ、5校園を「おおたま学園」

（一つの学園体とみなした呼

称）と称することとし、施設分

離型の幼小中一貫校を進めてい

ます。 

＜委員会の開催回数＞ 

 ○ 年9回 
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 園児はたくさんの地域
の皆さんとのふれ合いを
通して、人のぬくもりや
優しさを感じ、地域の
人々への安心感や親しみ
が育まれています。 

コミュニティ・スクール実践例 

出雲市立大津幼稚園 
園児数８１名／ 指定日 平成25年5月28日 

地域全体で見守る子供の育ち 

地域の声を生かした教育の充実を目指して～学校関係者評価の実施～ 

 大津幼稚園は、ヤマタノオロチ伝説で知られる出雲市東部
を流れる斐伊川の西側に位置し、近隣の小学校やコミュニ
ティセンターなど地域と密着した幼稚園です。 
 保護者や地域の方々の声を幼稚園教育に生かすために、大
津幼稚園運営協議会では、 2月に幼稚園が作成する「幼稚園
評価」（保護者アンケート、教職員アンケートに基づいた自
己評価）を受けて、「学校関係者評価」を行っています。 
 学校関係者評価の結果は、年間３回発行する地域向け広報
の最終号に掲載しています。 

地域向け広報誌の定期的な発行 

慶友会の皆さんとの昔遊び 

 保護者や地域住民と共に子供たちの成長を見守り、健やかな成長を支えるために、年
間を通して園児が地域の行事に参加する機会を設けています。また、２月にはお世話に
なった地域の方々を幼稚園に招いて「ありがとうの会」を開催し、園児の成長ぶりを見
ていただいたり、一緒に会食していただいたりしています。 

＜「学校関係者評価」に関する協議内容＞ 
 ①学年・学級経営の充実について 
 ②人権・同和教育の充実について 
 ③より良い保幼小連携について 
 ④自主企画特別事業（ふるさと教育）の充実について 
 ⑤安全管理について 

＜運営協議会委員からの主な意見＞ 
（①について）職員間での話し合いを大切にして連携を深

め、学級経営の意識高揚に努められている姿勢
を評価する。 

（②について）日々の子供への声かけや対応を、今一度、
同和教育の視点に立ってチェックしてみること
も必要ではないだろうか。 

（④について）「大津かるた」を保育に取り入れ、ふるさ
と大津に対する親しみと愛着を育み、原風景と
なるような活動を充実させてほしい。 

手と手をつないで一緒に踊った 
フォークダンス 

地域の方々をお招きして開催した 
「ありがとう会」 

地域の人々との交流を通した豊かな心の育成 
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コミュニティ・スクール実践例 

コミュニティ・スクールを核とした地域の課題解決と活性化 

「地域人」としての高校生の育成を目指して 
高知県立大方高等学校 
生徒数116名／指定日 平成18年4月1日 

●高校生のアイデアを元にした商品開発 

 ・ 学校運営協議会委員を含む企業やＮＰＯ、町役場の方々
から提案される地元の課題に関連した「ミッション」に取り
組み、解決策を検討し発表を行っている。 

 ・ 自律創造型課題解決学習プログラムで開発した「カツオ
たたきバーガー」や「黒潮町の黒塩」の商品がヒットし、地
域のＰＲや活性化に大きく寄与している。 

 ・ 地域の資源を活かした「砂浜美術館」、「潮風のキルト」を
学校設定科目とし、地域と連携した授業展開により、生
徒の地域理解が深まるとともに、地域の課題解決に結び
ついている。 

「カツオたたきバーガー」 
「砂浜美術館」Ｔシャツアート展 

「黒潮町の黒塩」 

●地域と協働して子どもたちを育てる県立学校の姿 

 平成17年に黒潮町唯一の高等学校として開校しました。開校に向けて教職員や地域住
民等からなる「学校の未来を語る会」を設置し、学校の基本方針や教育課程、校歌にいた
るまで議論しました。平成18年にコミュニティ・スクールに指定され、「特色ある学校づくり」
の取組において、学校運営協議会の活動が大きな力となっています。 

 生徒の発想力・コミュニケーション能力の育成や地域理解を図るとともに、学校及び
地域の活性化を目指す取組として、高知大学と連携した「自律創造型課題解決学習プ
ログラム」（総合的な学習の時間に位置づけ）を実践しています。 

- 20 -



コミュニティ・スクール 

三重県立紀南高等学校 
生徒数３３１名／ 指定日 平成１９年６月１日 

生徒には希望を 保護者には夢を 地域には信頼を 

地域に根差した学校づくり 

     本校は、三重県の最南部に位置し、少子化による志願

者数の減少や地域外の高校への生徒流出という課題
を抱えていました。 

     そこで、コミュニティ・スクールを導入し、地域の人が学
校運営に関わることで学校に対する理解が進み、協力
を得ることができました。その結果、地域の中学校から
本校へ進学する生徒の割合が高くなりました。 

   「地域とともに歩む学校」から「地域になくてはならない
学校」へのステップアップを目指しています。  

【学校運営協議会の様子】 

【地域の人を講師に招いての食文化講座】 

子どもたちの学びを地域で支援 

   地域から信頼され、生徒が夢や希望をもてるような学
校を目指し、地域人材の活用や様々な地元産業との連
携を行う一方、聴講生を受け入れるなど、学校と地域が
win-winの関係を構築しています。 

    ２年次における年間を通したインターンシップ（平成
２６年度実績：５１名４０事業所）や地域の人を講師とし
て招聘した授業等、生徒一人ひとりの進路実現に向け
て、地域との連携のもと、小中高等学校の１２年間を見
据えた体系的なキャリア教育を行っています。 

学びの共有・発信 

  生徒の学びを地域の人にも知ってもらえるよう、コミュ
ニティ通信「紀南の風」を発行し、地域全域及び小中学
校に配付しています。（年３回発行、各１２，０００部余り） 

   また、広く県民に紀南高等学校の教育活動を広報す
るために、地元新聞社への情報発信を心がけており、 

 そのことは、生徒の達成感や自己有用感を高めること
につながっています。 

【生徒による地域の人を対象 
     とした年賀状作成講座】 

W
i
n
‐
W
i
n
の
関
係
 

学校と地域が互いのプラスになる！ 
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コミュニティ・スクール 

富士市立高等学校 
生徒数７０８名／ 指定日 平成２５年６月１日 

探究学習とキャリア教育の充実を目指して 

地域・学校が連携を図り「自律する若者」を育てる 

  富士市立高等学校は、課題発見力と解決力、コミュニケーション能力、社会に貢献する意欲な
どをもった「自律する若者」の育成を目指し、「キャリア教育」と「探究学習」を教育の柱に位置づ
けています。学年別、学科別に様々なプログラムを実施していますが、地域や大学、企業と連携
した活動を重視した取組を行っています。 

学校運営協議会の様子 

学校運営協議会を核にした連携強化 

  生徒の体験活動の充実のために、それぞれ
の担当職員が協力者との関係を深めてきまし
た。しかし、担当者同士の個人的な関係であり、
このような関係は、連携関係の持続の点で課
題があります。そのため、学校の授業等に協力
いただいている方と学校の担当者が一堂に会
し、それぞれの活動に対する理解を深め、新た
な人のつながりを構築することが必要と考えま
した。この考え方で人選されたメンバーによる
学校運営協議会が、つながりを構築する場とな
り、富士市立高等学校の特色ある取組をさらに
広げていく役割を担っています。 

コミュニティ・スクールとしての成果 

  コミュニティ・スクール指定以前から地域と連携し、様々な活動を行ってきました。学校運営協
議会を通して、委員が、学校の取組や課題、生徒の様子などについて理解を深めたことで、地域
の支援を得る機会も増え、学校と地域とのつながりが強くなりました。学校の取組について分析
し、委員がそれぞれの立場から指導助言をすることにより、体験活動などの意義が高まり、より
充実したものになっています。委員の声は、地域が学校をどのように捉えているのか、地元の中
学生やその保護者にはどう映っているのか、高大接続など高校をとりまく教育改革の動向など、
多くの情報を届けてくれ、学校経営に役立っています。 

  ラジオパーソナリティーをしている委員が、大学教員をしている委員の授業に講師として参加
するなど、委員同士のつながりも生まれつつあり、学校運営協議会は人のつながりを構築する
場としての役割を果たしています。 

地域と連携した教育活動 

  地域連携の一例として、総合的な学習の時間「究タイム」で
は、２年生前期に、富士市の抱える課題に対して高校生とし
て何ができるか議論を重ね、改善策を提案する学習をしてい
ます。課題の解決のために活動している地域の方と関わる
時間を設け、協働的な活動を行うことで、地域の一員として
の意識を高めています。「キャリア教育」では、商工会議所青
年部の協力の下、地元の企業への取材や職業体験を通して
企業の魅力を探り、それをキャッチコピーにして発表するサ
マーインターンシップを行っています。 

職業別社会人講話 
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コミュニティ・スクール 

千葉県立長狭高等学校 
生徒数４８６名／ 指定日 平成２４年４月１日 

地域の絆をつなぎ、地域とともに歩む長狭高 

総合病院との連携により現役医療人による授業を実現 

  長狭高校では、平成26年度から「医療・福祉コース」
がスタートしています。 

  １年生全員が週に１時間受ける「生活と医療福祉」
の授業では、地域にある亀田総合病院の協力を得て、
医療・福祉の専門家をゲストティーチャーとして講師に
迎えています。 

  看護、理学・作業療法、言語聴覚、薬剤、管理栄養、
臨床検査、診療放射線、臨床工学、介護・福祉、医師
の各分野において、現役の医療・福祉人ならではの話
を聞き、生徒自らのキャリア形成を考える授業になっ
ています。 

「臨床工学技士」についての授業 

大学の留学生による英会話教室 

大学の留学生による英会話教室 

  地域にある城西国際大学との連携により、大学の留
学生を講師とした英会話教室が希望生徒を対象に定
期的に実施されています。 

  簡単な自己紹介に始まり、新聞記事を英語で説明し
て、それをもとに英語で意見交換を行ったりしていま
す。 

  留学生講師を中心に会話がはずみ、参加した生徒
は英語によるコミュニケーションに抵抗がなくなり、英
会話がぐんぐん上達しています。 

 

 年４回の学校運営協議会では、地域との連携を進めるた
めに、以下のような内容について協議しています。 
○ 地域人材による社会人講話の実施 
○ 生徒による近隣小学校での学習支援ボランティア 
○ 城西国際大学留学生による英会話教室 
○ 教職員・地域住民の参加による教育集会の実施 
○ 近隣中学校３年生を対象に受験対策講座を実施 
○ 「鴨川市おもしろ科学実験教室」に化学部が協力 
○ 亀田総合病院講師による授業 
○ 近隣幼稚園における生徒の保育体験実習 
○ 地域交流の一環として「嶺岡林道強歩大会」を実施 
○ 亀田医療大学理事長による講話 

学校運営協議会を中心とした地域連携の取組 

生徒による小学校での学習支援 
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コミュニティ・スクール 

横浜市立横浜サイエンスフロンティア高等学校 
生徒数 ７０９名／ 指定日 平成２７年４月１日 

驚きと感動による知の探究を目指して 

○学校運営等への提言 

 横浜サイエンスフロンティア高校は、県内初の理数科高
校として、研究機関や大学、企業などからの支援を受け、
横浜開港１５０周年の平成２１年４月に開校しました。今年
度は、ＳＳＨ（スーパーサイエンスハイスクール）とＳＧＨ
（スーパーグローバルハイスクール）の指定を受け、「先端
科学技術の知識・智恵を活用して、世界で幅広く活躍する
人間の育成」を推進しています。 
 今年度からはコミュニティ・スクールの指定を受け、横浜
市における教育改革のパイオニア校として、教育委員会
に対して持続可能な体制作りへの具体的提言を積極的に
行っています。 
＜・学校運営  ・教職員人事  ・教員研修  ・予算等＞ 

授業風景（サイエンスリテラシーⅠ）  

○使命達成に向けた外部連携（研究所・大学・企業等） 

 また、先進的な科学の知識・智恵・技術、技能を活用して世界で幅広く活躍できる人材を育
成するため、大学や研究機関、企業と連携を図り、学校に課せられたＳＳＨ（スーパーサイエン
スハイスクール）、ＳＧＨ（スーパーグローバルハイスクール）、進学指導重点校などそれぞれ
の使命について助言を行っています。 

 ・ＳＬ（サイエンスリテラシー）・・・サイエンスの幅広い学習において、科学技術顧問である研
究機関・大学・企業から講師を招く等の連携。課題研究型授業における大学との連携。 

 ・ＧＳ（グローバルスタディーズ）・・・グローバルリーダーの育成を目指し、国際機関・大学と
の連携。 

 ・サタデーサイエンス・・・講義、実験、校外フィールドワーク等を通した先端科学の体験 
 ・サタデーヒューマンスタディーズ・・・グローバル社会の課題に対する社会学系の講義 
 ・海外研修、国際交流プログラム・・・国際コミュニケーション能力の育成  等 

【学校運営協議会】 
地域企業・学識経験者 
保護者代表・学校長 

以上９名 

科学技術顧問 スーパーアドバイザー 

地域 
地域企業 

保護者と教職員 
の会(PTA) 

学
  
校 

教
育
委
員
会 

意見 

承認意見 

○学校運営協議会を中心とした組織図 

説明 
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コミュニティ・スクール 

京都市立西総合支援学校 
児童生徒数２１０名／ 指定日 平成１７年５月２０日 

双方向の援助・協働によるコミュニティ・スクール 

新たな地域の創造 ～学びと育みの場づくり～ 

  特別支援学校におけるコミュニティ（地域）は、通学区という
物理的・地理的なローカル・コミュニティの要素だけでなく、障
害のある子どもの教育の推進というテーマ・コミュニティ（ビ
ジョン、価値観、関心などを共有する人たちの集まり）の要素
も共有しています。 

  障害のある子どもが積極的に参加・貢献していくことができ
る「共生社会」の実現を目指し、ローカル・コミュニティとテー
マ・コミュニティの双方に働きかけ、市民ぐるみ・地域ぐるみの
学校づくりを実現していきたいと考えています。 

学校運営協議会の様子 

芝生まつりの様子 

特別支援学校におけるコミュニティについて 

  「地域との双方向の連携、協働」により、障害のある児童生
徒にとって身近な生活の場単位での「学びと育みの場づくり」
を目指す地域活動を推進している。 

  具体的には、「芝生まつり」、「わくわくクラブ」・「にこにこクラ
ブ」（放課後における地域活動の場づくり）、「サマースクール」、
「校区地域交流会」、「ボランティア養成講座」などの様々な取
組を、保護者や地域の方の協力のもと展開している。 

本校の芝生グラウンドを使用した「芝生まつり」では、障害の
ある人のスポーツや、障害のある人と本校の立地地域の
方々との交流の拠点となることを目指し、地域やボランティ
アの協力のもと、遊びコーナー、スポーツコーナー、展示、
バザーなどを行っている。 
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コミュニティ・スクール実践例 

岐阜市立岐阜特別支援学校 
生徒数２６０名／ 指定日 平成２５年４月１日 

地域・保護者と共に進める特別支援教育 

● 学校運営協議会では、主にこんなことを話し合ってきました 

 岐阜特別支援学校は、知的障がいの特別支援学校
としては、県内最古の歴史をもつ学校です。 
 「げんきで なかよく がんばる」の教育目標に向け、
地域・保護者の皆様と共に特別支援教育を進めていま
す。 

学校運営協議会の様子 

だんごむしのポーズ 

● 防災教育の充実（地域連携部会の取組） 

 年３回の「命を守る訓練」に加えて、平成２６年
度からは「ミニ命を守る訓練」を始めました。この
訓練は、緊急地震速報が流れたら、いつでも、どこ
でも自分の命を守る行動がとれるようにするもので
す。 
 また、一泊二日を学校で過ごすことができる防災
備蓄品の保管を各家庭に呼びかけ、備蓄を進めてい
ます。緊急時の姿勢である「だんごむしのポーズ」
をとる練習も行っています。 

 小学部は、岐阜伊奈波ライオンズクラブと「ふれあい
集会」を、中学部は、岐阜南ライオンズクラブと「おもち
の会」を実施し、毎年、備品等の寄付もしていただいて
います。 
 また、七郷小学校、合渡小学校、西郷小学校、郡上
市立北濃小学校、岐阜西中学校、市立岐阜商業高等
学校、関市立関商工高等学校、岐阜農林高等学校、
岐阜工業高等学校など、交流及び共同学習をする学
校が増えており、地域全体で進める特別支援教育の充
実が進んでいます。 

● 交流及び共同学習の充実（学校支援部会の取組） 

交流及び共同学習 

＜学校運営協議会の協議事項（Ｈ２６）＞ 
 ①学校運営方針、各学部の重点について 
 ②学校運営協議会、支援推進委員会専門部会の具体的な年間活動計画について 
 ③保護者や地域の方の協力について 
 ④防災教育について 
 ⑤交流及び共同学習について 
 ⑥新棟建設の計画について 
 ⑦授業参観をもとにした児童生徒の姿の交流と具体的な支援について 
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コミュニティ・スクール 

横浜市立若葉台特別支援学校 
児童生徒数１４４名／ 指定日 平成２６年４月１日 

「若葉台で生きる、学ぶ、ふれあう」 

 平成２６・２７年度、文部科学省のコミュニティ・スクール導入促進事業を受け、 

  ①学校運営協議会の運営体制の改善及び下部組織・学校支援地域本部の研究 
  ②地域の特別支援教育理解及び学校理解に向けた取組の推進 
  ③地域の人材活用の検討や児童生徒の地域参画、地域貢献のあり方 
  ④地域小中学校の学校運営協議会連携のあり方 
の４項目について研究を進めています。その中でも、学校支援地域本部立ち上げの研究を『全国
コミュニティ・スクール研究大会』の参加や文部科学省コミュニティ・スクール企画委員会委員竹
原和泉氏の講演会を企画し、さらに地域とともに歩む学校を目指し研究を進めています。 

 また、より地域の方々とのふれ合いを深め、地域に根差した学校にしていくため「カフェわかば」
の開設に向けて取り組んでいます。    

地域・保護者・学校の連携のための有効な組織作り 

地域は学校へ、学校は地域へ 
 

若葉台合同防災訓練 

地域とともに歩む若葉台特別支援学校 

  Ａ部門（肢体不自由教育部門）の児童生徒は、地域の方々との
交流を積極的に図り、近隣校との交流も含め個に応じた心と身体
の学びを進めています。 

  また、企業就労等を目指すＢ部門（知的障害教育部門高等部）
の生徒にとっては、校内での授業とともに、地域の企業等での実
習で、社会で働くことへの関心や意欲を高めるとともに、働くため
に必要な技能や態度を身につけています。特に、地域行事への参
加は、地域住民の皆さんの学校理解だけでなく、生徒の責任感や
達成感を生み、かけがえのない学習の場となっています。    

THE餅つき 

コミュニティ・スクール 

「若葉台で生きる、学ぶ、ふれあう」 

学校運営協議会発足の経緯 
  平成１８年に「若葉台地区小中学校跡地活用検討委員会」が設
置され、児童生徒数が増加し施設の狭隘化が進んでいた肢体不
自由の特別支援学校である横浜市立新治特別支援学校が平成
２５年１月に移転することとなりました。また、中学校個別支援学
級卒業生の急増に対応するための軽度の知的障害者を対象とし
た知的障害教育部門高等部が４月に併設されることにもなりまし
た。 

  開校以前から学校運営協議会を発足する手順が進んでいて、
この跡地活用検討委員会からも学校運営協議会の中心メンバー
が選出され、地域と学校の連携を重視した学校運営協議会が平
成２６年４月に発足しました。 

若葉台団地の中の 
若葉台特別支援学校 
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教育活動の向上 

◎学校課題の解決 

○地域と協働した教育活動 

 

コミュニティ・スクール 

地域とともにある学校づくりを目指して 

見附市立見附特別支援学校 
児童生徒数／５９名（小学部１３名、中学部９名、高等部３７名） 指定日／平成２６年４月１日 

第１回推進委員会（H27.7.9） 

「熟議」と「協働」を重ねて 
 学校からのわかりやすい情報提供により「熟議」
を創出し、学校・家庭・地域の「協働」により、障が
いのある子供たちの自立と社会参加を支援してい
きたい。市立の特別支援学校である当校は、コミュ
ニティ・スクールによる実践により、障がい者も健
常者も暮らしやすい「まちづくり」の一役を担いたい
と考えています。そのために、ｺﾐｭﾆﾃｨ・ｽｸｰﾙ推進
委員には、保護者や地域代表だけでなく、障がい
者関係団体や福祉関係機関、余暇活動の拠点に
と期待するスポーツ施設等の代表からも加わって
いただき、具体的な活動の方向性や内容について
「熟議」を重ねています。 

コミュニティ・スクール 
見附特別支援学校 
学校運営協議会 

１ 学校関係者評価活動 
２ 学校支援活動 
３ ネットワーク活動 

◆地域代表 
◆学校関係者代表 
(教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ) 
◆福祉・企業代表 
(福祉施設、企業等) 
◆関係機関代表 
(手をつなぐ育成会等) 
◆学習活動施設代表 
(総体、図書館等) 
◆保護者代表 
◆校長・教頭・教務 
(事務局) 

意
見
・
承
認
・
評
価
分
析
・
課
題
提
示
 

校長 
学校運営方針 

見特・校務分掌 
担当教職員 

教育活動の向上 
学校課題の解決 

地域と協働した教育活動の推進 

 コミュニティ・スクールの活動のひとつとして、
「障がいのある子供たちの地域生活を支える
ネットワーク会議」を開催しました。障がいの
ある子供たちが、いきいきと地域社会で生活
していくためには、学校や家庭だけでなく、地
域の様々な関係機関の連携が必要となって
きます。この連携の基になるのが、支援者や
支援機関相互の顔が見える関係です。ネット
ワーク会議の開催により、この関係づくりを
進めています。第１回ネットワーク会議には、
行政機関や福祉関係機関を始め、職場実習
受入企業や委託作業提供企業等からの参加
をいただき、子供たちの自立に向けた貴重な
意見交換と「熟議」との場とすることができま
した。今後も継続し、ネットワークを広げて行
きたいと考えています。 
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・
各
種
サ
ー
ク
ル
・
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等
 

支
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